
市の新年度予算・施政方針
コミュニティバス「のっティ」10周年おめでとう！！
市民協働によるまちづくり推進指針
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3　広報野々市　2014．４月号 広報野々市　2014．４月号　2

物件費・維持補修費
・補助費等
45億6213万円
27.1％

災害復旧費
2千円
0.0%

普通建設事業費
28億1273万円
16.7％

公債費
17億8924万6千円

10.6％

扶助費
39億8113万8千円

23.7％

人件費
24億4981万2千円

14.6％

市税
69億1587万円
41.1％

諸収入
1億5807万1千円

0.9％

その他
12億2805万9千円

7.3％

地方交付税等
23億9450万円
14.3％

国県支出金
36億4980万円
21.7％

市債
24億7370万円
14.7％

その他
12億2494万2千円

7.3％

歳出

168億
2000万円

歳入

168億
2000万円

積立金…42万3千円
貸付金…2320万4千円
繰出金…11億9131万5千円
予備費…1000万円

地方交付税…16億7000万円
地方消費税交付金…5億3500万円
地方譲与税…1億2600万円
自動車取得税交付金…2200万円
利子割等交付金…3100万円
交通安全対策特別交付金…1050万円

分担金および負担金…5億1143万3千円
繰入金…6億2000万1千円
使用料および手数料…7879万円
財産収入・繰越金・寄附金…1783万5千円

議会費…1億7410万9千円
商工費…1億4087万円
農林水産業費…7353万1千円
労働費…2556万円
災害復旧費・諸支出金・予備費…1000万3千円

歳入一般会計

自主財源（49.3％）
依存財源（50.7％）

義務的経費（48.9％）
投資的経費（16.7％）
その他経費（34.4％）

歳出 性質別グラフ 歳出 目的別グラフ

民生費
66億8629万円

土木費
23億8030万8千円

教育費
21億9885万3千円

公債費
17億8932万1千円

総務費
13億1497万1千円

衛生費
10億6423万1千円

消防費
9億6195万3千円

その他
4億2407万3千円

歳出一般会計

予算特別会計
など

現在高市債

歳入一般会計
１年間の収入と支出の見積もりについて、お知らせします。
市ホームページでも紹介しています。財政課  ☎227-6031

平成26年度 市の予算

　
目
的
別
で
は
、
土
木
費
が
野
々
市
中
央

地
区
整
備
事
業
な
ど
に
よ
り
６
億
７
千
万

円
の
増
、
教
育
費
が
野
々
市
市
小
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
・
運
営
事
業
な
ど

に
よ
り
６
億
３
千
万
円
の
増
と
な
り
ま

す
。

　

性
質
別
で
は
、
義
務
的
経
費
の
う
ち
、

扶
助
費
・
公
債
費
が
１
億
６
千
万
円
の
増

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
普
通
建
設
事
業
費

が
10
億
６
千
万
円
の
増
と
な
り
ま
す
。

　一般会計当初予算は、前年度から 12
億円増加し、168 億２千万円と、過去最
大の予算規模となっています。
　歳入の多くを占める市税は、個人
市民税、固定資産税の増などにより
１億２千万円の増となります。
　国県支出金は、都市再生整備事業補助
金や臨時福祉給付金事業に係る補助金
などにより、４億３千万円の増となりま
す。市債は、普通建設事業の増に伴い、
６億３千万円の増となります。
　一方、基金からの繰入金（預金の取崩）
は、６億２千万円の見込みとなります。
　歳入は、市税などの「自主財源」と国
や県からの交付による「依存財源」の大
きく２つに分けられ、自主財源が多いほ
ど財政状況が安定していると言えます。

　市債の今年度末の残高は前年度末に比べ約 9 億 6 千万円増
加し 201 億 5324 万 2 千円となる見込みです。

※その他の内訳： 農林水産業・衛生・公営住宅

物件費・維持補修費
・補助費等
45億6213万円
27.1％

災害復旧費
2千円
0.0%

普通建設事業費
28億1273万円
16.7％

公債費
17億8924万6千円

10.6％

扶助費
39億8113万8千円

23.7％

人件費
24億4981万2千円

14.6％

市税
69億1587万円
41.1％

諸収入
1億5807万1千円

0.9％

その他
12億2805万9千円

7.3％

地方交付税等
23億9450万円
14.3％

国県支出金
36億4980万円
21.7％

市債
24億7370万円
14.7％

その他
12億2494万2千円

7.3％

歳出

168億
2000万円

歳入

168億
2000万円

積立金…42万3千円
貸付金…2320万4千円
繰出金…11億9131万5千円
予備費…1000万円

地方交付税…16億7000万円
地方消費税交付金…5億3500万円
地方譲与税…1億2600万円
自動車取得税交付金…2200万円
利子割等交付金…3100万円
交通安全対策特別交付金…1050万円

分担金および負担金…5億1143万3千円
繰入金…6億2000万1千円
使用料および手数料…7879万円
財産収入・繰越金・寄附金…1783万5千円

議会費…1億7410万9千円
商工費…1億4087万円
農林水産業費…7353万1千円
労働費…2556万円
災害復旧費・諸支出金・予備費…1000万3千円

歳入一般会計

自主財源（49.3％）
依存財源（50.7％）

義務的経費（48.9％）
投資的経費（16.7％）
その他経費（34.4％）

歳出 性質別グラフ 歳出 目的別グラフ

民生費
66億8629万円

土木費
23億8030万8千円

教育費
21億9885万3千円

公債費
17億8932万1千円

総務費
13億1497万1千円

衛生費
10億6423万1千円

消防費
9億6195万3千円

その他
4億2407万3千円

物件費・維持補修費
・補助費等
45億6213万円
27.1％

災害復旧費
2千円
0.0%

普通建設事業費
28億1273万円
16.7％

公債費
17億8924万6千円

10.6％

扶助費
39億8113万8千円

23.7％

人件費
24億4981万2千円

14.6％

市税
69億1587万円
41.1％

諸収入
1億5807万1千円

0.9％

その他
12億2805万9千円

7.3％

地方交付税等
23億9450万円
14.3％

国県支出金
36億4980万円
21.7％

市債
24億7370万円
14.7％

その他
12億2494万2千円

7.3％

歳出

168億
2000万円

歳入

168億
2000万円

積立金…42万3千円
貸付金…2320万4千円
繰出金…11億9131万5千円
予備費…1000万円

地方交付税…16億7000万円
地方消費税交付金…5億3500万円
地方譲与税…1億2600万円
自動車取得税交付金…2200万円
利子割等交付金…3100万円
交通安全対策特別交付金…1050万円

分担金および負担金…5億1143万3千円
繰入金…6億2000万1千円
使用料および手数料…7879万円
財産収入・繰越金・寄附金…1783万5千円

議会費…1億7410万9千円
商工費…1億4087万円
農林水産業費…7353万1千円
労働費…2556万円
災害復旧費・諸支出金・予備費…1000万3千円

歳入一般会計

自主財源（49.3％）
依存財源（50.7％）

義務的経費（48.9％）
投資的経費（16.7％）
その他経費（34.4％）

歳出 性質別グラフ 歳出 目的別グラフ

民生費
66億8629万円

土木費
23億8030万8千円

教育費
21億9885万3千円

公債費
17億8932万1千円

総務費
13億1497万1千円

衛生費
10億6423万1千円

消防費
9億6195万3千円

その他
4億2407万3千円

歳出一般会計

予算特別会計
など

現在高市債

歳入一般会計
１年間の収入と支出の見積もりについて、お知らせします。
市ホームページでも紹介しています。財政課  ☎227-6031

平成26年度 市の予算
歳出一般会計

予算特別会計
など

現在高市債

歳入一般会計
１年間の収入と支出の見積もりについて、お知らせします。
市ホームページでも紹介しています。財政課  ☎227-6031

平成26年度 市の予算

歳出一般会計

予算特別会計
など

現在高市債

歳入一般会計
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平成26年度 市の予算

特別会計
歳入・歳出

国民健康保険 43億7700万円
後期高齢者医療 3億9300万円
介護保険 24億9900万円
下水道事業 19億6400万円

水道事業会計
収益的収入 8億8200万円
収益的支出 7億5300万円
資本的収入 2億1900万円
資本的支出 5億1000万円

平成25年度末 平成26年度中増減見込み 平成26年度末
現在高見込額 起債見込額 元金償還見込額 現在高見込額

総　務 94億2816万1千円 8億9220万円 6億3979万6千円 96億8056万5千円
教　育 36億7222万2千円 6億1410万円 1億7832万7千円 41億799万5千円
土　木 33億2939万2千円 6億5730万円 5億2822万6千円 34億5846万6千円
消　防 11億4017万9千円 3億370万円 5300万2千円 13億9087万7千円
民　生 9億473万5千円 0円 8324万4千円 8億2149万1千円
その他 7億1413万円 1840万円 3868万2千円 6億9384万8千円
合　計 191億8881万9千円 24億8570万円 15億2127万7千円 201億5324万2千円

【
歳
入
】

◆
市
税
…
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
。

◆�

地
方
交
付
税
…
地
域
間
の
格
差
を
少
な
く
す
る
た
め

に
国
税
の
一
部
を
地
方
に
交
付
す
る
お
金
。

◆�

国
県
支
出
金
…
市
が
行
う
事
業
に
対
し
て
国
と
県
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

◆�

市
債
…
市
の
借
入
金
（
借
金
）
で
、
償
還
が
会
計
年

度
を
越
え
て
行
わ
れ
る
も
の
。

◆�

繰
入
金
…
基
金
の
取
崩
し
金
や
他
の
会
計
か
ら
繰
り

入
れ
た
お
金
。

【
歳
出
】

◆
議
会
費
…
議
会
運
営
に
関
す
る
経
費
。

◆
総
務
費
…
行
政
の
事
務
な
ど
に
関
す
る
経
費
。

◆�

民
生
費
…
生
活
保
護
、
障
害
者
・
高
齢
者
に
対
す
る

福
祉
、
子
育
て
支
援
な
ど
に
関
す
る
経
費
。

◆�

衛
生
費
…
環
境
保
全
、
疾
病
予
防
、
健
康
増
進
な
ど

に
関
す
る
経
費
。

◆
労
働
費
…
労
働
者
支
援
に
関
す
る
経
費
。

◆
農
林
水
産
業
費
…
農
業
振
興
な
ど
に
関
す
る
経
費
。

◆
商
工
費
…
商
工
業
や
観
光
振
興
の
た
め
の
経
費
。

◆�

土
木
費
…
道
路
、
河
川
、
公
園
な
ど
の
整
備
・
維
持

な
ど
に
関
す
る
経
費
。

◆�

教
育
費
…
教
育
や
生
涯
学
習
の
充
実
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
な
ど
に
関
す
る
経
費
。

◆
公
債
費
…
市
債
の
償
還
に
関
す
る
経
費
。

◆�

予
備
費
…
予
定
外
の
支
出
や
予
算
を
超
過
し
た
支
出

へ
対
応
す
る
た
め
に
準
備
し
て
お
く
費
用
。

◆
人
件
費
…
報
酬
や
給
与
な
ど
の
経
費
。

◆�

扶
助
費
…
生
活
保
護
対
象
者
、
高
齢
者
、
児
童
、
心

身
障
害
者
な
ど
に
行
う
支
援
の
た
め
の
経
費
。

◆�

物
件
費
…
賃
金
や
旅
費
、
交
際
費
、
需
用
費
な
ど
消

費
的
性
質
を
も
つ
経
費
。

◆�

維
持
補
修
費
…
道
路
や
公
共
施
設
な
ど
を
管
理
す
る

た
め
に
必
要
な
経
費
。

◆�

補
助
費
等
…
市
か
ら
他
の
団
体
な
ど
に
対
し
て
行
政

上
の
目
的
で
支
払
う
経
費
。

◆�

普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
や
公
共
施
設
の
建
設
事
業

に
必
要
と
さ
れ
る
投
資
的
な
経
費
。

◆
積
立
金
…
将
来
に
備
え
て
積
み
立
て
て
お
く
費
用
。

◆�

繰
出
金
…
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基
金
と
の
間
で
、

相
互
に
資
金
運
用
を
す
る
た
め
の
経
費
。

用

説
語

明

過去最大の予算規模に

土
木
費
と
教
育
費
が
大
幅
増



5　広報野々市　2014．４月号 広報野々市　2014．４月号　4

平成 26年度施政方針

防災まちづくり事業

郷土資料館茶房設置

臨時福祉給付金支給事業

野々市中央地区整備事業

（仮称）野々市市小学校給食
センター施設整備・運営事業

富奥防災コミュニティセンター建設事業

子育て世帯臨時特例給付金

まちづくり基本条例の策定

環境安全課　☎ 227− 6051

文化振興課　☎ 227− 6122

福祉総務課　☎ 227− 6061

中央地区土地利用対策室
☎ 227− 6024

教育総務課　☎ 227− 6114

生涯学習課　☎ 227− 6116

子育てあんしん課　☎ 227− 6077

市民協働課　☎ 227− 6029

予算額
1億 8112万円

予算額
80万円

予算額
8151万円

予算額
6億 4487万円

予算額
7065万円

予算額
626万円

災
害
発
生
時
や
気
象
警
報

等
が
発
表
さ
れ
た
と
き

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
情
報
を

迅
速
に
伝
達
す
る
た
め
、
デ
ジ

タ
ル
防
災
行
政
無
線
を
整
備
し

ま
す
。

　
避
難
所
や
公
園
な
ど
市
内
28

カ
所
に
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設

置
す
る
ほ
か
、
消
防
団
な
ど
の

緊
急
車
両
や
情
報
収
集
用
の
無

線
も
整
備
し
、
平
成
27
年
度
か

ら
の
運
用
を
目
指
し
ま
す
。

歴
史
的
文
化
遺
産
が
残
る

旧
北
国
街
道
の
本
町
通

り
。
近
く
に
は
国
の
重
要
文
化

財
喜
多
家
住
宅
を
は
じ
め
市
指

定
文
化
財
の
郷
土
資
料
館
（
旧

魚
住
家
）、
水
毛
生
家
住
宅
が

あ
り
ま
す
。　

　

今
年
度
は
、
本
町
通
り
の
活

性
化
を
目
的
と
し
、
郷
土
資
料

館
に
茶
房
を
設
け
て
来
訪
者
や

市
民
が
集
え
る
場
所
を
提
供
し

ま
す
。

　

こ
の
資
料
館
は
、
町
家
と
農

家
の
構
え
を
合
わ
せ
持
つ
独
特

の
建
物
で
、
江
戸
時
代
末
期
の

安
政
年
間
に
建
て
ら
れ
た
も
の
。

現
在
は
年
間
約
２
０
０
０
人
の

来
館
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
の
情
緒
漂
う
古
民
家

で
、
静
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

【
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業
】

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
際

し
、
低
所
得
者
へ
の
負

担
軽
減
の
た
め
、
平
成
26
年
度

分
市
町
村
民
税(

均
等
割)

が

非
課
税
の
人
（
課
税
さ
れ
て
い

る
人
の
扶
養
親
族
な
ど
を
除
く
）

を
対
象
に
1
人
当
た
り
1
万
円
、

加
算
要
件
に
該
当
す
る
人
に
は

5
千
円
を
加
算
し
た
1
万
5
千

円
の
給
付
を
行
い
ま
す
。

野々
市
中
央
地
区
土
地
利

用
構
想
（
案
）
に
も
と

づ
き
、
県
立
養
護
学
校
跡
地
の

用
地
取
得
と
既
存
建
物
の
解
体

工
事
の
ほ
か
、
構
想
（
案
）
を

具
体
化
す
る
た
め
の
計
画
づ
く

り
に
着
手
し
ま
す
。

　

構
想
（
案
）
で
は
、
旧
北
国

街
道
を
中
心
に
、
県
立
養
護
学

校
跡
地
「
学
び
の
杜
ゾ
ー
ン
」

に
は
、
新
市
立
図
書
館
を
中
心

と
し
た
生
涯
学
習
拠
点
や
近
隣

公
園
の
整
備
を
、
旧
役
場
周
辺

の
「
に
ぎ
わ
い
交
流
ゾ
ー
ン
」

に
は
、
市
の
観
光
や
歴
史
な
ど

の
紹
介
や
物
産
品
販
売
の
他
、

公
民
館
や
大
学
交
流
拠
点
な
ど

の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

事
業
を
通
じ
て
、
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
や
、
都
市
と
し
て

の
野
々
市
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

【
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
】

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に

際
し
、
子
育
て
世
帯
の

影
響
を
緩
和
し
、
子
育
て
世
帯

の
消
費
の
下
支
え
を
図
る
観
点

か
ら
、
臨
時
的
な
給
付
措
置
を

行
い
ま
す
。
単
な
る
児
童
手
当

の
上
乗
せ
で
は
な
く
、
臨
時
福

祉
給
付
金
（
簡
素
な
給
付
措
置
）

と
類
似
の
給
付
金
と
し
て
、
併

給
調
整
を
し
て
対
象
児
童
1
人

当
た
り
１
万
円
を
支
給
し
ま

す
。

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
推
進
指
針
に
基
づ

き
、
市
民
と
行
政
が
と
も
に
市

民
協
働
を
実
践
し
て
い
き
ま

す
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
提
案

型
協
働
事
業
を
実
施
し
、
市
民

の
自
発
的
な
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
策
定
委
員
会
と
連
携
し
、
ま

ち
づ
く
り
の
課
題
を
考
え
な
が

ら
、
条
例
に
盛
り
込
み
た
い
項

目
お
よ
び
条
文
案
を
検
討
し
、

本
年
度
中
の
市
議
会
上
程
を
目

指
し
ま
す
。

防
災
無
線
　
※
写
真
は
イ
メ
ー
ジ

　市が行う事業には、市民に必要なサービスを公平に提供
するという特徴があります。第一次総合計画のもと、今年
度は市民協働まちづくり基本条例の策定を目指すとともに
旧役場周辺と県立養護学校跡地の中央地区の再開発で進め
るにぎわい創出、野々市中央公園拡張整備事業などの都市
基盤整備事業にも引き続き取り組んでいきます。
　また、防災無線の設置、富奥地区防災コミュニティセン
ター建設事業などの防災対策、野々市市小学校給食センター
施設整備・運営事業など教育環境の充実も併せて行ってい
きます。

平成 26 年度の主な事業について紹介します

老
朽
化
し
た
富
奥
公
民
館

（
昭
和
51
年
建
築
）
を
地

域
防
災
の
拠
点
で
あ
る
防
災
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て

整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
常
時
は
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て
市
民

交
流
や
生
涯
学
習
の
場
と
し

て
活
用
し
ま
す
。
延
床
面
積

１
４
６
２
㎡
で
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
２
階
建
て
で
す
。

　
平
成
26
年
度
は
本
体
工
事
お

よ
び
周
辺
整
備
を
行
い
ま
す
。

避
難
施
設
と
し
て
、
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
、
防
災
備
品
を
収
納

で
き
る
倉
庫
も
設
置
し
ま
す
。

予算額
2億 5345万円

小
学
校
の
給
食
調
理
室
の

老
朽
化
と
新
し
い
衛
生

管
理
基
準
へ
の
対
応
な
ど
の
た

め
、
新
給
食
セ
ン
タ
ー
を
整
備

し
て
い
ま
す
。
2
学
期
よ
り
全

て
の
小
学
校
で
セ
ン
タ
ー
方
式

に
よ
る
給
食
の
提
供
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
既
存
給
食

セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
お
よ
び

運
営
を
加
え
、
一
体
的
に
事
業

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
民
間
事
業
者
の
技
術
力
や
創

意
工
夫
を
活
用
し
、
良
質
な
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
Ｐ
Ｆ

Ｉ
手
法
を
用
い
て
事
業
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

予算額
8億 5325万円
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2 年かけてプラ
ンの作成に取り
組みます。

今後、中央公園
がリニューアル
します。

昨 年 10 月 に 災
害時相互給水協
定を締結しまし
た。

紙面は 8 または
12 ページで構成
していきます。

多くの人の参加
をお待ちしてい
ます。

万が一の
浸水被害に
備えて

よりよい
公園を目指
して

水道ライフ
ラインを確
保する

市議会を
より身近な
存在に

障害のある
人への理解
を深めるた
めに

近
年
の
ゲ

リ
ラ
豪

雨
に
対
応
す
る

た
め
、
１
０
０

ｍ
ｍ
／
ｈ
安
心

プ
ラ
ン
に
登
録

し
、
浸
水
被
害

の
軽
減
を
図
る

た
め
の
取
り
組

み
を
行
い
ま

す
。

　
期
間
は
平
成

市
緑
の
基

本
計
画

に
計
画
さ
れ
て

い
る
野
々
市
中

央
公
園
拡
張
計

画
の
基
本
構
想

策
定
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
市
内
で
唯
一

の
総
合
公
園
で

あ
る
野
々
市
中

央
公
園(

昭
和

災
害
時
に

お
け
る

水
道
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
を
確
保
す

る
た
め
、
市
街

地
が
接
す
る
金

沢
市
と
、
水
道

水
を
相
互
に
融

通
し
、
給
水
の

安
定
性
の
確
保

を
図
る
た
め
、

連
絡
管
を
整
備

昨
年
度
ま

で
市
広

報
野
々
市
紙
面

に
掲
載
し
て
い

た
議
会
だ
よ
り

を
独
立
し
て
発

行
し
て
い
き
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
の

議
会
だ
よ
り

は
、
読
ん
で
み

た
く
な
る
紙

障
害
の
あ

る
人
へ

の
接
し
方
を
学

ん
だ
り
、
作
業

の
様
子
や
成
果

品
紹
介
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、

障
害
の
あ
る
人

(

児)

に
対
す

る
理
解
を
促
進

す
る
た
め
、
障

害
の
あ
る
人

26
年
度
か
ら
の
2
年
間
で
す
。
今
年
度
は
、

浸
水
被
害
状
況
の
整
理
や
計
画
策
定
に
お

け
る
背
景
の
整
理
、
参
画
機
関
の
選
定
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
来
年
度
は
、
実
施
内

容
の
検
討
、
プ
ラ
ン
参
画
機
関
ご
と
の
役

割
分
担
の
決
定
、
申
請
機
関
と
の
事
前
協

議
な
ど
を
行
い
プ
ラ
ン
の
策
定
・
申
請
に

取
り
か
か
る
予
定
で
す
。

54
年
整
備
・
面
積
6.7 

ha)

を
2
倍
程
度
ま

で
拡
張
し
、
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
拡

充
、
市
の
拠
点
避
難
地
・
防
災
拠
点
と
し

て
の
機
能
強
化
、
水
と
緑
の
良
好
な
空
間

の
創
出
、
既
存
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、
市
民
に
愛
さ
れ
・

活
用
さ
れ
る
憩
い
と
安
心
に
満
ち
た
公
園

拡
張
計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

し
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
25
～
27
年
の
3
カ
年
で
年
1
カ
所

（
計
3
カ
所
）
の
連
絡
管
を
整
備
し
ま
す
。

平
成
26
年
は
、
粟
田
地
内
で
金
沢
市
の
水

道
と
接
続
し
ま
す
。

　

市
内
の
連
絡
箇
所
は
3
カ
所
で
扇
が

丘
・
粟
田
2
丁
目
・
御
経
塚
3
丁
目
で
す
。

面
、
住
民
目
線
で
読
み
や
す
い
内
容
を
心

が
け
て
作
成
し
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
よ
り
深
く
議
会
活
動
を
理
解
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
編
集
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

発
行
は
年
4
回
の
予
定
で
す
。
ま
た
、

「
議
会
だ
よ
り
」
は
市
広
報
紙
と
同
時
配

布
し
ま
す
。

(

児)

と
多
く
の
市
民
が
実
際
に
ふ
れ
あ

う
機
会
を
設
け
ま
す
。

【
主
な
活
動
（
予
定
）】

①
小
学
校
で
、
親
子
を
対
象
に
し
た
障
害
者

疑
似
体
験
教
室
の
開
催
。
②
社
会
福
祉
大
会

や
お
年
寄
り
と
子
ど
も
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

な
ど
へ
の
福
祉
シ
ョ
ッ
プ
の
出
店
。
③
イ
オ

ン
御
経
塚
店
や
イ
オ
ン
野
々
市
南
店
と
連
携

し
た
福
祉
シ
ョ
ッ
プ
の
出
店　
な
ど

建設課　☎ 227− 6086

都市計画課　☎ 227− 6092

上下水道課　☎ 227− 6106議会事務局　☎ 227− 6141

福祉総務課　☎ 227ー 6063

「100ｍｍ /ｈ安心プラン」
基本計画作成

野々市中央公園拡張計画事業

野々市市・金沢市水道連絡管整備議会だより

障害者理解促進研修・啓発事業

予算額
286万円

予算額
330万円

予算額
980万円

予算額
150万円

予算額
124万円

☆
町
内
会
集
会
所
建
設
補
助
金【
６
６
０
万
円
】

　
住
吉
・
扇
が
丘
町
内
会
で
建
設
す
る
集
会

所
に
対
し
、
建
設
費
の
一
部
を
補
助
す
る
。

（
市
民
協
働
課 

☎
２
２
７・６
０
２
９
）

☆
障
害
者
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

 

【
８
０
０
万
円
】

　
障
害
者
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
の
種

目
に
「
人
工
内
耳
外
部
装
置
」
を
追
加
す

る
。

（
福
祉
総
務
課 

☎
２
２
７・６
０
６
３
）

☆
保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業

 

【
2
千
２
９
２
万
円
】

　
保
育
士
の
人
材
確
保
対
策
の
一
環
と
し

て
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
に
取
り
組
む
私

立
保
育
園
に
対
し
、補
助
金
を
交
付
す
る
。

（
子
育
て
あ
ん
し
ん
課 

☎
２
２
７・６
０
７
６
）

☆
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ア
イ
・
ネ
ッ
ト
事
業

 

【
60
万
円
】

　
町
内
会
が
設
置
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
費
用
を
助
成
す
る
。

（
環
境
安
全
課 

☎
２
２
７・６
０
５
１
）

☆
御
園
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業

【
５
５
０
万
円
】

　
障
害
者
対
策
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
ト
イ

レ
）、
空
調
設
備
の
実
施
設
計
を
行
う
。

（
教
育
総
務
課 

☎
２
２
７・６
１
１
４
）

☆
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業

 

【
１
千
６
９
０
万
円
】

　
市
が
管
理
す
る
道
路
橋
を
修
繕
す
る
。

（
建
設
課 

☎
２
２
７・６
０
８
６
）

☆
行
政
情
報
化
推
進
事
業 

【
3
千
万
円
】

　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
対
応
お
よ
び

情
報
シ
ス
テ
ム
最
適
化
に
向
け
た
検
討
。

（
企
画
課 

☎
２
２
７・６
０
２
８
）

最良な墓地公園
な ど の 設 置 を
行 っ て い き ま
す。

地元産ヤーコン
を使った新商品
を開発。

住み続けら
れるまちを
目指して

野々市ブラ
ンドの確立
を目指して

市
内
に
は
、

墓
地
が

少
な
く
、ま
た
、

行
政
区
域
が
小

さ
く
、
市
街
化

が
進
ん
だ
市
の

現
状
で
は
、
ま

と
ま
っ
た
墓
地

の
用
地
を
確
保

す
る
こ
と
は
非

常
に
困
難
な
課

題
で
す
。
し
か

市
で
は
、
地

場
産
品

の
ブ
ラ
ン
ド
化

と
販
路
拡
大
な

ど
市
場
創
出
に

取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
開

発
と
発
掘
を
通

し
て
、
各
事
業

所
や
個
店
が
意

識
高
揚
を
図
り

し
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る
ま
ち
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
墓
地
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
定
住
化
を
促
進
す
る
た
め
に
重
点

的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
新
た
に
予
定
し
て
い
る
土

地
区
画
整
理
事
業
と
併
せ
て
計
画
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

な
が
ら
、
活
力
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
活

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

産
物
を
活
か
し
た
商
品
開
発
、
特
産
品
の

販
路
拡
大
な
ど
、
農
商
工
の
連
携
・
活
性

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
新
た
に
市
特
産
の
野
菜

「
ヤ
ー
コ
ン
」
を
使
っ
た
焼
酎
や
お
茶
の

開
発
普
及
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

環境安全課　☎ 227− 6052

産業振興課　☎ 227− 6082

市営墓地整備

地域特産加工品普及促進事業

予算額
380万円

予算額
80万円

【　　】は予算額
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市第一次総合計画�第二次実施計画を策定しました。
　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
最
も
大
切
な
計
画
で
あ
る
市
第
一
次
総
合
計

画
を
実
現
す
る
た
め
、
具
体
的
な
取
り
組
み
の
内
容
を
ま
と
め
た
「
市
第
一
次

総
合
計
画�

第
二
次
実
施
計
画
（
平
成
26
年
度
～
平
成
28
年
度
）」
を
策
定
し
ま

し
た
。

■
政
策
４　

環
境
に
つ
い
て
考
え
る
人
が
住
む
ま

ち
【
環
境
】
の
重
点
的
な
実
施

　
環
境
の
分
野
に
つ
い
て
市
営
墓
地

の
整
備
な
ど
を
実
施
し
、
本
市
に
住

ん
で
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
快
適
な
環
境
を
整

え
ま
す
。

■
政
策
６

野
々
市
産
の
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち

【
産
業
振
興
】
の
重
点
的
な
実
施

　
産
業
振
興
の
分
野
に
つ
い
て
本
市

の
特
産
品
で
あ
る
ヤ
ー
コ
ン
を
活
用

し
た
野
々
市
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
普
及

な
ど
を
重
点
的
に
実
施
し
、
平
成
27

年
春
の
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
や
平

成
28
年
度
の
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
協
議

会
・
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
野
々
市
大
会

の
開
催
に
向
け
て
、
地
域
資
源
の
活

用
や
新
た
な
地
域
資
源
の
創
出
を
図

り
ま
す
。

　

こ
の
実
施
計
画
で
は
、
次

の
政
策
を
重
点
的
に
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

・平成15年９月  2ルート（現在の北部ルート、
中央ルート）で運行開始

・平成16年10月  のべ利用者10万人を達成
　　　　　12月  南部ルート（黄）運行開始
・平成17年４月  回数乗車券の販売開始
・平成18年６月  西部ルート（青）運行開始
・平成19年４月  のべ利用者50万人を達成
・平成22年４月  順次、車両を更新し、４台の新
　〜平成25年10月 型車両がそろう
・平成22年６月  のべ利用者100万人を達成
 （記念に「のっティチョロQ」を作製）
・平成25年６月  のべ利用者150万人を達成
・平成25年10月  西部ルート（青）を増便。全

ルートダイヤ改正、１日17便
で運行。

コミュニティバス
「のっティ」の歴史

　平成 15 年 9 月から運行を始めたコミュニティ
バス「のっティ」が 10 周年を迎え、のべ利用者
が 150 万人を超えました。
　これを記念して、「のっティ」のぬり絵を募集し
たところ、524 点の作品が集まりました。作品は、
3 月 22 日㈯、23 日㈰に文化会館フォルテで行わ
れた「花と緑ののいち椿まつり 2014」で展示され、
会場では、自慢の「のっティ」を前に記念撮影を
楽しむ親子連れなどでにぎわっていました。

コミュニティバス
「のっティ」
10 周年おめでとう！！

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
　
キ
ッ
ク
オ
フ
講
演
会
・
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

　
市
が
進
め
る
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
の

策
定
に
向
け
て
、
市

民
と
行
政
が
一
緒
に

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
る
イ
ベ
ン
ト

が
2
月
22
日
㈯
に
文

化
会
館
フ
ォ
ル
テ
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
学
生

か
ら
年
配
者
ま
で
の
市
民
、
市
議
や
市
職

員
な
ど
45
人
。
市
民
協
働
に
詳
し
い
松
下

啓
一
相
模
女
子
大
教
授
を
招
き
、
行
政
主

導
の
参
加
と
参
画
と
協
働
の
違
い
な
ど
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
8
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意

見
交
換
を
す
る
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
を
行
い

ま
し
た
。〝
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
期

待
す
る
こ
と
〟
の
テ
ー
マ
で
は
、「
条
例

の
表
現
を
も
っ
と
平
易
な
言
葉
に
で
き
な

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
指
針

自
発
心
×
連
帯
感
×
創
造
力
＝
の
の
い
ち
キ
ャ
ン
パ
ス

　
2
月
16
日
㈰
、
市
総
合
計
画
で

掲
げ
る
「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
推
進
を
協
議
し
て
き
た
、

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
会

議
が
、
粟
市
長
へ
「
野
々
市
市
市

民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進

指
針
（
案
）」
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
提
案
に
あ
た
っ
て
は
、
運
営
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
６
人
が
出
席
し
、

絹
川
善
隆
議
長
か
ら
「
市
民
と
行

政
が
一
体
と
な
り
、
同
じ
目
線
で

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
だ
と
思
う
」
と
話
す
と
、
粟

市
長
は
「
市
民
と
行
政
の
役
割
を

形
に
し
て
い
き
た
い
」
と
答
え
ま

し
た
。

　
市
で
は
、
こ
の
提
案
を
受
け
て
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
市
民

の
意
見
を
踏
ま
え
、
正
式
に
市
の

推
進
指
針
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

　
市
民
会
議
は
委
員
20
人
と
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
１
人
で
構
成
さ
れ
、
昨

年
3
月
か
ら
計
36
回
会
議
を
開
き
、

話
し
合
い
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
指
針
に
基
づ
き
、

市
の
市
民
協
働
の
推
進
母
体
と
し

て
行
政
と
連
携
し
た
活
動
を
行
う

予
定
で
す
。

みんな でつくる協働のまちづくりがスタート

■
市
民
参
加
や
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進

　

市
第
一
次
総
合
計
画
の
大
き
な

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
平

成
26
年
度
中
の
（
仮
称
）
野
々
市
市

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
制
定
と
と

も
に
、
市
民
協
働
事
業
の
具
体
化
を

進
め
ま
す
。

　

こ
の
実
施
計
画
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
市
役
所
２
階
市
政
紹
介

コ
ー
ナ
ー
（
総
務
課
前
）
で
ご
覧
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

 

企
画
課　
☎
２
２
７・６
０
２
８

い
か
」「
野
々
市
の
特
色
を
生
か
し
た
内

容
を
盛
り
込
め
な
い
か
」
と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
粟
市
長
は
「
市
民
協
働
に
関
心
の
あ
る

人
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
、
市
と
し
て

も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た

い
。
協
働
は
面
白
い
と
周
り
の
人
に
す
す

め
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
」
と
話
し
ま

し
た
。

（第一次総合計画）

ワールドカフェで意見交換する参加者たち

市民協働によるまちづくり推進指針（案）を提案する６人
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平
成
25
年
3
月
ご
ろ
か
ら
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
富
奥
防
災
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
築
に
伴
う

富
奥
公
民
館
の
移
転
作
業
を
行
い

ま
す
。

　

次
の
期
間
は
富
奥
公
民
館
の
使

用
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

富
奥
公
民
館
は

富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

移
転
し
ま
す

※写真はイメージ 期
間　
５
月
１
日
㈭
～
19
日
㈪

　

富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
５
月
20
日
㈫
か
ら
供
用
開

始
し
ま
す
。

予
約
申
込
み
は
、
４
月
１
日
㈫
か
ら

行
い
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ　
富
奥
公
民
館　

　
☎
２
４
８
‐
０
８
２
９

★一新して今年度も頑張ります！
　郷公民館は、外壁・空調など館内外の大規模改修工事を終え２月
１日リニューアルオープンしました。その中でも図書室には、市図
書館より 120 冊追加配本され、大人・児童書合わせて 3200 冊の図
書があり、大型絵本や紙芝居などの貸し出しも実施しています。壁
紙クロスも一新、かわいい図書室になりましたので、皆さんぜひ一度、
来館してください。( のっティのバス停もまん前にあり、便利です。)
　また、今年度の郷公民館行事は、地域の拠点として四季折々多彩
な各種行事を計画しています。和やかで活気ある公民館活動を運営
役員さんと、ともに推進していきますので多数の地域の皆さんの参
加をお待ちしています。直近の行事では、6 月春の花いっぱい運動、
7 月グラウンドゴルフ大会・高齢者生きがい教室などがあります。
詳細につきましては、その都度広報などでお知らせします。

郷公民館 田尻町 94
☎２４８−０２５０

★オカリナサークル「森のしらべ」
　明るく元気な先生の指導のもと、和気あいあ
いと楽しんでいます。慰問コンサートを目標に、
ジブリ・唱歌・演歌とジャンルを問わず練習し
ています。生の演奏なので、初心者でも大丈夫。

「生きがいをここで見つけた！」という声も。メ
ンバーの年齢が 40 〜 70 代と幅広く、親睦会で
は色んな話が聞けるのも楽しみの一つです。
　何か始めたい人、オカリナの音色で心うるお
し、人生を豊かにしませんか。　
　只今新会員募集中！まずは見学からどうぞ☆

野々市公民館 本町 2丁目１− 20
☎２４８−０５２１

　今年度は市内公民館並びに女性センターなどのお知らせ、サークル情報などを生涯学習情報とし
て不定期に紹介していきます。

【代　表】坂井　和代　連絡先 076-246-2805　　　  【活動場所】 野々市市中央公民館 視聴覚室
【活動日】 毎月第１・第３木曜日午後１時半〜３時半　【会　費】月千円

【活動場所】中央公民館　視聴覚室　
【活動日】毎週金曜日午後 5 時から 6 時半
【対　象】小学 1 年生から高校生
【会　費】月千円（兄弟がいる場合は 2 人目から 800 円）
【体験入団日】4 月 18、25 日、５月２日㈮　※募集は随時行っています

内観（１階ホール）

※写真はイメージ

外観（東側より見る）

★寿大学校・院
　講座は健康・教養・ののいち学など多様なニーズにあ
わせて計画しています。また、初回には受講生の皆さん
が顔見知りとなれるような工夫をし、学習と仲間づくり
が同時にできます。さて、本年度の学習計画も準備が出
来ました！「我ら　まだまだ人生現役、やる気満々！」
という人におすすめです。60代からの生涯学習応援講座、
寿大学校があなたをお待ちしています！なお、寿大学院
も４月から２講座増え８講座で行います。また、単一受
講を止め複数受講として４月は募集中です。

★フォルテ児童合唱団
　練習の始まりは年長者の「発声練習するよ〜」の掛け声。
フォルテ児童合唱団は声楽家の先生の指導のもと小学生
から高校生までの幅広い年代で元気に活動中です！県内
のさまざまな大会やステージに出演し、歌声を披露して
います。昨年の県合唱フェステバルではフェステバル賞
を受賞しました。歌は友達！いつでも入会ＯＫです。

中央公民館

学びの絆で地域力を高める

本町 2丁目１− 20
☎２４８−０５２１
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2
月
16
日
か
ら
3
月
15
日

◇
２
月

18
日　

 

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議

会
定
例
会

21
日　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

24
日　
総
務
常
任
委
員
会

25
日　
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

26
日　
教
育
文
化
常
任
委
員
会

27
日　

 

全
員
協
議
会　
議
会
運
営
委
員
会

■
第
66
回
石
川
県
民
体
育
大
会

　
　
　
　
　
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会　

　
2
月
15
日
㈯
、
16
日
㈰
に
白
山
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
合
成
績
で
は
、
男
子
が
第
3
位
、
女

子
第
6
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
の
部
で
は
、
男
子
第
3
位
、
女
子

第
4
位
。
壮
年
の
部
で
は
男
子
第
3
位
、

女
子
第
8
位
と
な
り
ま
し
た
。

▽
各
競
技
の
入
賞
者

ス
ー
パ
ー
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

　
　
男
子
Ｃ
組
第
2
位 

下　
　
大
介

　
　
　
　
Ｄ
組
第
2
位 

前
川　
伸
一

　
　
　
　
Ｄ
組
第
3
位 

英　
　
　
忍

　
　
　
　
Ｆ
組
第
3
位 

磯
田　
　
稔

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
・
フ
リ
ー

　
　
男
子
Ａ
組
第
1
位 

山
下　
悠
佑

　
　
　
　
Ｂ
組
第
2
位 

山
田　
健
介

　
　
女
子
Ｂ
組
第
2
位 

山
下
富
志
子

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

　
　
男
子
Ｃ
組
第
3
位 

下　
　
大
介

　
　
　
　
Ｄ
組
第
1
位 

英　
　
　
忍

　
　
　
　
Ｄ
組
第
2
位 

前
川　
伸
一

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
・
ク
ラ
シ
カ
ル

　
　
男
子
Ａ
組
第
2
位 

山
下　
悠
佑

　
　
　
　
Ｂ
組
第
3
位 

山
田　
健
介

　
　
女
子
Ｂ
組
第
2
位 

山
下
富
志
子

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
・
リ
レ
ー

　
　

 

野
々
市
市
Ａ
チ
ー
ム
２
位

山
口　
　
智
、
山
田　
健
介

山
下　
悠
佑　
　
　
　
　
　

大 

会 

結 

果

議
会
活
動

　
　
　
１
０
０
０
万
円
以
上
（
税
込
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
月
分
入
札

■�

二
日
市
町
２
号
線
歩
道
整
備
工
事

　
第
２
工
区

予
定
価
格　
１
９
１
１
万
円

落
札
価
格　
1
５
７
０
万
8
千
円

落
札
者　
㈲
石
原
建
設
工
業

■�

平
成
26
年
度
野
々
市
市
庁
舎
常
駐
警
備

委
託
業
務

予
定
価
格　
2
１
８
１
万
６
千
円

落
札
価
格　
２
１
０
２
万
１
１
２
０
円

落
札
者　
あ
い
警
備
㈱

■�

野
々
市
市
立
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等

賃
借
業
務

予
定
価
格　
1
５
７
５
万
円

落
札
価
格　
1
４
５
３
万
２
８
４
０
円

落
札
者　

 

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
㈱

入
札
結
果

消
防
表
彰

議
員
総
会

◇
３
月

３
日　

 

議
会
運
営
委
員
会　
全
員
協
議
会

第
１
回
（
３
月
）
市
議
会
定
例
会

開
会

４
日　
議
会
運
営
委
員
会

10
日　

 

定
例
会
（
一
般
質
問
・
質
疑
）　

常
任
委
員
長
会
議

11
～
13
日

　
　
　

 

予
算
特
別
委
員
会

優勝
　押野Ａ

準優勝
　Fighting　Mama

第 3位
　JA ののいち

第 5 回
トリプルソフトバレー大会
　市ではスポーツ推進委員を中心に毎月ニュースポーツ体験会
や市内の公民館でも大会や講習会が行い、トリプルソフトバ
レーの普及に努めています。
　今年で第５回を迎えるトリプルソフトバレー大会が 3 月 9
日㈰に市民体育館で行われ、市内の町内会や企業、学生などの
27 チーム約 129 人が参加しました。
　参加者は声を掛け合いながらボールを回し、アタックを決め
ていました。 また、点数をとった時には、仲間と笑顔でハイタッ
チする姿も数多く見られました。

①

〈問い合わせ〉
福祉総務課� ☎227-6061
地域包括支援センター（市役所１階）
� ☎227-6067
社会福祉協議会� ☎246-0112

地域
の底力シリーズ

地域福祉って
　　どういうこと？
　私たちは、家族、近所の人、友人、知人など、さまざま
な人たちとかかわりを持ち、地域の中で暮らしています。
　近年、核家族化や少子高齢化、地域のつながりの希薄化
などが進行し、地域にはさまざまな支援を必要としている
人がいます。

　さらに、幅広い世代でうつ病や
自殺、虐待、引きこもりなどの社
会問題が深刻化していることや、
東日本大震災の経験をきっかけと
して、行政の支援やサービスだけ
では十分に対応できない課題を協
働で解決していく重要性が高まっ
ています。
　そこで、市では平成 24 年から地
域福祉計画・地域福祉活動計画を
策定し、取り組みをすすめていま
す。その中で、誰もが住み慣れた
地域で幸せに暮らすためには、市
民一人ひとりが「お互いさま」の
意識を持ち、「自助」「共助」「公助」
のしくみの中で支え合い・助け合
うことが大切としています。

　「地域福祉」とは、こうした「自助」「共助」「公助」はもちろん
のこと、「自助から共助へ」「共助から公助へ」「共助から公助へ」
とすき間なくつなげるために、地域社会を構成するそれぞれの立
場の人が協力し合うしくみや、関係をつくっていくことです。

市民・事業所・
市社協・市がそれぞれ
できることを共に考え、

連携・協働し、
支え合いのまちを
つくりましょう。
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広
告
欄

　押野保育園では、年間を通し異年齢交流を行い、
年下児と年上児が関わりを持てるようにしています。
　春には、異年齢で手をつないで散歩に出かけ、近
くの公園で遊んだりお昼寝のあとに年下児の着脱を
手伝ったりしています。
　夏には、園庭に色水や水鉄砲などの色々な水遊び
コーナーを設定し、一緒に遊ぶことで年上児の真似
をし、刺激を受けています。運動会、表現会などの
行事では、５歳児が一生懸命走ったり、踊りや音楽
劇などの練習をしている姿を見て、あこがれの気持
ちがますます強くなったようです。お正月遊びでは、

５歳児がかるたを読んであげたり、こま回しを見せ
たりしていました。そんな５歳児の姿を見て４歳児
も年下児に「こうするんだよ」「してあげようか？」「だ
いじょうぶ？」と声掛けし優しく接する姿も見られ
るようになりました。遊びだけでなく、一緒に食事
やおやつを食べることでより親近感が持てたようで
す。このように年間のふれあいを通し、お互いに思
いやりの心が育ってくれたらと思います。４月には
新しい友達もたくさん増えます。そして新たな出会
いがあります。今年は誰とペアになるのか楽しみな
スタートです

野々市検定
新しい発見があるかも！？野々市のことをどれくらい知っていますか？

正解は

ページ

第
１
問

第
２
問

第
３
問

Dreamsぼくの夢、わたしの夢
コミュニティバス「のっティ」は、運行開始して10年経ったが、
利用者はのべ何人を超えたか？（平成 26 年 3 月 1 日現在）
A　100 万人　　B　150 万人
C　200 万人　　D　250 万人

野々市寿大学校・大学院は何歳以上の市民が入校できるか。

Ａ　60 歳　Ｂ　62 歳　Ｃ　64 歳　Ｄ　66 歳

野々市を知ろう！！【野々市の地名読めますか？】
　市内の地名「藤平田」
Ａ　ふじひらた　　Ｂ　ふじへいた
Ｃ　とへいだ　　　Ｄ　とうへいでん

野
球
選
手
に
な
り
た
い

小
幡 

真
叶
く
ん   

富
陽
小
学
校
2
年
生

看
護
師
に
な
り
た
い

山
坂 

羽
衣
さ
ん   

富
陽
小
学
校
５
年
生

「おにいさん・おねえさん
ありがとう」

押野保育園

37 18

かがやく瞳

Topicsトピックス

Book Review
おすすめの本

図書館お役立ち情報：郷公民館の図書室がこの春リニューアル。お年寄りから赤ちゃんまで楽しめる新しい図書が100冊以上入りました。

● 子ども向け ● 大人向け

「部活が忙しくて勉強できない」→忙し
い方が集中できる。「学校が遠くて損し
てる」→登下校中に多くの出会いがある。
マイナスと思っていたことがプラスに変
わる考え方を教えてくれる。

中学時代が
ハッピーになる３０のこと
中谷　彰宏／著　ＰＨＰ研究所

外国人に日本の文化を紹介するシリーズの
一つ。むしろ大人の英語学習におすすめ。

「風林火山」「黒部ダム」「名古屋コーチン」
を英語で説明してみよう。

中学英語で
「日本の故郷」が紹介できる
藤井 亮蔵・大原 正幸／著　エール出版社

● 今月の展示図書
『県子ども読書月間』にちなんで、図
書や絵本を集め、展示します。特別
展示につき、図書はすべて貸し出し
できます。

● 今月のおはなし会
と　き：4 月 12 日㈯、26 日㈯
 午前 11 時から
場　所：図書館１階　
 児童図書コーナー

楽しい絵本や
紙芝居の

読み聞かせです。
誰でも自由に参加できます。

野々市市立図書館 〒 921-8815　野々市市本町 2 丁目 14 番 6 号 
  ☎ 248-8099
  開館時間　10： 00 〜 19： 00（土日は 17： 00 まで）
  休館日　毎週月・祝日

平成 25 年度　市俳句協会新年句会
　2 月 8 日㈯、中央公民館で顧問の奥村誠一路先生、西田さい雪先生に
参加いただき新年句会が開催されました。当日の秀句抄を紹介します。

弁護士法人　金沢セントラル法律事務所
（交通事故・債務整理・離婚・相続）

土曜相談会（月１回）を行います
お電話にてご予約ください
個人向け法律相談（３０分　５０００円（税別））
金沢弁護士会
弁護士　割出雄一　 弁護士　岡峰聡一 　弁護士 向井渉太

〒 920-0901 　金沢市彦三町１丁目２番１号
 アソルティ金沢彦三３階
 TEL（０７６）２６３－９９９０

広告募集中
１　枠：5.6㎝×5.6㎝
掲 載 料 ：月額２万円（税込）
※６カ月連続掲載で10万円

（１カ月無料）
入稿方法：完成原稿
問い合わせ
市民協働課（☎227−6056）
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情報化社会を生き抜く術を身につける
ICT メディアリテラシー講座＆パソコンで缶バッジづくり
　ICT（情報通信技術）を上手に使いこなしながら、
情報を読み解き、判断する能力を養う講座が２月 22
日㈯、情報交流館カメリアで開催され、市内小学生 18
人が参加しました。総務省が提供する電子教材を用い
て、「土星の輪の正体」を調べる課題や、メールでのや
りとりで誤解を生むケースを模擬体験。「インターネッ
トは良い面と悪い面がある」「インターネットの利用に
は、思いやりの力、引き返す力、判断力が必要だとわかっ
た」などの感想が挙げられました。カメリア職員が講師を務め、ICTの利便性や危険性を学習しました。

自分たちの地域は自分たちで守る
市防災研修会
　2 月 27 日㈭、文化会館フォルテで市防災研修会が
行われ、町内会長、自主防災組織代表、自警団長、防
災士など 160 人が参加しました。
　会では、「地域防災リーダー入門」と題し、「リーダー
シップをとるコツ」、「平常時にリーダーが率先すべき
活動」などについて講演が行われました。
　また、市から今年 8 月に行われる全市民対象の全町
内会一斉防災訓練について、今後 5 年間の年次計画な
ども併せて説明を行いました。

いくつになっても
学ぶ気持ち忘れずに

寿大学校・大学院修了式
　60 歳以上の市民を対象とした、寿
大学校・大学院の修了式が、3 月４日
㈫に中央公民館で行われました。
　式では、大学校 38 人、大学院 100
人の修了生を代表して、米田泰詔さん
と石川久雄さんが終了証書を授与さ
れました。田多野和彦校長は「この学
校で学んだことをきっかけにして今
後は新しい生涯学習に取り組んでも
らいたい」と期待を寄せました。大学
校生の笹野清孝さんが答辞を述べ、全
員で「ゴンドラの唄」を合唱して修了
を祝いました。

まちの話題

皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの
情報を教えてください。
市民協働課（☎227−6056）

参加者は真剣に耳を傾けていました。

今年度、大学院では水墨画、健康体操ピラティスの2講座増設します。

家で簡単に作れるおやつ作り
つばきの郷児童館「ドキドキ♥親子クッキング」
　2 月 19 日㈬、つばきの郷児童館で親子クッキング
教室が行われ、親子 6 組が参加しました。
　これは、食育の一貫として親子でクッキングをしな
がら親子の絆を深め、 生きる積極性を育てる目的で行
われている事業です。この日はりんごパイを作りまし
た。リンゴやバターなどを鍋で煮たり、パイシートを
切って伸ばす作業を親子で体験。「美味しそうだねー」

「上手に出来たねー」などと会話をしながら、楽しく料
理をしていました。

感謝と希望を胸に
市内中学校　卒業式
　市内では 3 月 13 日㈭に中学校、19 日㈬に小学校で
卒業式が行われ、小学生 479 人、中学生 446 人が思
い出の詰まった学び舎を巣立ちました。
　このうち野々市中学校では、ＢＧＭに合唱コンクー
ルでの歌声が流れる中、卒業証書が手渡されました。
橋口校長が「これからの人生、多くの試練があると思
うが、努力を怠らず、着実に歩んで行って欲しい」と
激励し、卒業生代表の中野萌佳さんは「ここで学んだ
こと誇りに成長していきたい」と決意を述べました。

悪質商法にご用心！！
落語で楽しくわらいま笑（ｼｮｳ )
　悪質商法などの消費者トラブルが後を絶たないこと
を背景に、消費生活センターは 2 月 21 日㈮に老人福
祉センター椿荘で消費生活講演会を開催しました。講
師に「はやおき亭貞九郎」氏を招き、健康食品の訪問
販売やエビの送りつけ商法、ＳＦ商法、オレオレ詐欺
や金融機関を名乗り訪問する手口など、たくさんのト
ラブル事例を落語で注意喚起しました。
　集まった約 80 人のお年寄りは、笑いながら身近な
問題として感じているようでした。

災害に備えた対策を
春季火災予防ぼうぎょ訓練
　3 月 23 日㈰、春の火災防ぎょ訓練がホームセンター
ムサシ金沢南店で行われ、従業員、自警団、市消防団員、
消防署員など約 160 人が参加しました。訓練は、屋上
駐車場の車両から出火し、建物１階内に延焼の恐れが
あるとの想定で、通報、初期消火、来客者の避難誘導、
消防機関による放水訓練が行われました。
　訓練後、清水一男市消防団長は「災害時にはその場
の状況を冷静に判断して、行動して欲しい」と講評し
ました。

一つ一つの作業に真剣に取り組む子どもたち

友人や恩師との別れを惜しみ、新たな一歩を踏み出した卒業生

会場は、笑い声と拍手に包まれていました。

的確かつ迅速な消火活動が出来ました。
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いち
市内で活躍する人を紹介します。
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プロフィール
名前　きたむら　かな
誕生日　11 月 20 日
出身地　野々市市
野々市に住んで約 28 年
趣味　ダンス

北村 佳菜さん
（稲荷 4）

今月の
表紙
　野々市ブランド酒「ichi 椿」の瓶
詰めが行われました。今年は、酒造
りに必要な酵母菌を 2009 年作成当
時のものに戻したとのことで、例年
に比べて甘さ控えめですっきりした
味わいになったとのこと。お酒は年
間 7 千本製造され、市内の酒販店で
買うことが出来ます。
※ ichi 椿は 7 年前に市、石川県立大
学、中村酒造の産学官連携で開発さ
れたものです
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友
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別
れ
が
あ
れ
ば
出
会
い
も
あ
る
』
と
言
う

の
で
生
徒
た
ち
に
は
新
年
度
か
ら
新
し
い
環
境
で
ま
た
一

か
ら
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
て
欲
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

 

（
Ｈ
・
Ｎ
）

 

●
入
庁
し
て
５
年
。
初
め
て
配
属
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
広
報

担
当
の
部
署
で
し
た
。
こ
の
５
年
間
で
、
本
当
に
た
く
さ
ん

の
人
と
出
会
い
、
野
々
市
の
温
か
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
野
々
市
町
が
市
に
な
っ
た
り
、
広
報
７
０
０

号
を
迎
え
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
節
目
に
立
ち
会
い
、
文
字
通

り
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
を
記
録
す
る
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し

た
。
春
か
ら
は
初
め
て
広
報
を
離
れ
、
別
の
部
署
で
働
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
次
号
か
ら
Ｎ
さ
ん
と
新
担
当
者
が
作
る

「
広
報　
野
々
市
」
を
お
楽
し
み
に
！ 

（
Ｍ
・
Ｓ
）

 

（問題は 14 ページ）

【第 1 問】Ｂ　150 万人
平成 15 年 9 月にのっティの運行が開始。平成 25 年 6 月に
のべ利用者 150 万人を達成しました。

【第 2 問】Ａ　60 歳
60 歳以上の市民を対象。教養、歴史、健康づくり講座などを
学ぶことが出来ます。

【第 3 問】Ｃ　とへいだ
富奥地区に属する。平成 11 年からの土地区画整理事業により、
かつての水田地帯から住宅地として大きく変貌しました。

ののいちふれあい通信
8:00～8:30、18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch

ラジオ広報

テレビ広報

声で聴く「広報野々市」
問い合わせ 橋野 千恵子
（☎248-2521）

音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報野々市を録音したテー
プを作っています。また、地域ポータルサイト「ののいちタウン
情報局」でも、聞くことができます。目の見えない人だけでなく、
活字が読みにくくなったという人もご利用ください。

えふえむ・エヌ・ワン

金沢ケーブルテレビネット

ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～7:00、11:15～11:55、16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

古紙配合率100％再生紙を使用しています

19

青年海外協力隊の
　　　日本語教師としてタイへ

三
納　
和か
ず
ま馬

基
生 

真
樹
子
）
粟
田
６

木
下　
結ゆ
う
し
ん心

直
樹 

裕
子
）
押
野
６

松
前　
聖せ

な菜

明 

亜
美
）
二
日
市
町

益
子
福ふ
く
た
ろ
う

太
郎

恒
太
郎 

彩
子
）
堀
内
５

中
川　
理り

な名

慎
也 

依
子
）
三
納
２

小
堀　
颯そ
う
た太

裕
一
朗 

育
実
）
堀
内
３

直
江　
悠ゆ
う
ま馬

宗
太
郎 

真
生
子
）
藤
平
田
１

山
岡　
明め

い以

英
孝 

章
子
）
横
宮
町

小
川　
敬け
い
し
ん心

貴
敬 

沙
苗
）
押
野
５

堀　
　
藍あ
い
き喜

靖
明 

里
美
）
御
経
塚
１

野
川　
　
凛り
ん

兼
吾 

沙
織
）
若
松
町

松
岡　
愛あ
い
な奈

憲
秀 

祐
紀
子
）
郷　
町

森
谷　
文ふ
み
や哉

公
一 

由
喜
）
上
林
４

泉　
　
俊し
ゅ
ん
た汰

昇
志 

里
織
）
藤
平
田
１

村
上　
紗す
ず
な菜

陽
出
元 

洋
子
）
太
平
寺
１

山
本　
七な
の
か佳

英
一 

広
美
）
三
日
市
町

藤
根　
大ひ
ろ
と翔

祐
太 

朋
子
）
押
野
３

星
野　
　
陽は
る

仁
孝 

江
梨
子
）
稲
荷
２

東　
凛り
ん
の
す
け

之
介

光
一
朗 

真
由
美
）
清
金
１

森
田　
創そ
う
た太

与
志
三 

明
奈
）
若
松
町

吉
岡　
暖は
る
ま真

尊
志 

裕
子
）
矢
作
１

野　
結ゆ
う
な菜

　
　
　
結ゆ
う
ひ陽

史
朗 

美
由
紀
）
太
平
寺
１

う
ぶ
ご
え

子
の
名

親
の
名

住
　
所

氏
　
名

前
住
所

住
　
所

た
か
さ
ご

松
井　
　
準　
藤
平
田
１ 

房
田　
　
葵　
金
沢
市
）
藤
平
田
１

西
山　
修
平　
新
庄
２ 

紺
谷　
真
希　
二
日
市
町
）
新
庄
２

赤
地　
真
明　
堀
内
５ 

酒
伊
麻
梨
絵　
金
沢
市
）
堀
内
５

宗
和　
夏
義　
位　
川 

河
原　
文
香　
位　
川
）
位　
川

板
橋　
優
太　
金
沢
市 

坂
東　
　
楓　
位　
川
）
太
平
寺
２

杉
本　
亮
介　
押
野
５ 

北
田　
暁
子　
白
山
市
）
押
野
５

西
田　
雄
亮　
金
沢
市 

五
十
野
梨
香　
白
山
市
）
稲
荷
１

小
塩　
尚
之　
押
野
２ 

辻　
佳
奈
子　
押
野
２
）
押
野
２

杉
野　
恭
平　
菅
原
町 

越
見　
彩
香　
菅
原
町
）
菅
原
町

衣
川　
　
岳　
下
林
４ 

山
﨑　
実
和　
下
林
４
）
下
林
４

千
田　
　
亮　
中
林
５ 

早
森　
千
恵　
粟
田
２
）
中
林
５

髙
　
大
典　
御
経
塚
１ 

高
野　
晶
未　
御
経
塚
１
）
御
経
塚
１

高
桑　
功
臣　
本
町
１ 

小
泉　
真
弓　
金
沢
市
）
本
町
１

野
田　
明
広　
矢
作
１ 

長
澤　
真
子　
金
沢
市
）
矢
作
１

大
　
浩
史　
御
経
塚
２ 

佐
藤　
優
子　
小
松
市
）
御
経
塚
２

西
村　
和
輝　
位　
川 

山
田　
文
香　
小
松
市
）
位　
川

宮
下　
拓
也　
三
日
市
町 

石
川
加
奈
子　
白
山
市
）
三
日
市
町

杉
野　
智
治　
下
林
４ 

吉
井　
一
美　
富
山
県
）
下
林
４

岩
下　
　
稜　
稲
荷
２ 

坂
下
智
奈
都　
稲
荷
２
）
稲
荷
２

松
永　
澄
子 

住
吉
町 

82
歳

青
山　
　
悟 

徳
用
町 

50
歳

清
水　
雄
二 

押
野
１ 

83
歳

坂
尻
清
一
郎 

三
日
市
町 

88
歳

絹
川　
　
清 

矢
作
１ 

87
歳

橋
本　
　
忠 

御
経
塚
３ 

83
歳

堂
前　
政

 

本
町
１ 

90
歳

深
澤　
良
富 

太
平
寺
３ 

80
歳

彦
谷　
　
猛 

本
町
１ 

69
歳

松
田　

子 

押
野
１ 

90
歳

磯
見　
　
亨 

田
尻
町 

77
歳

奥
山　
利
夫 

粟
田
３ 

78
歳

吉
道
美
代
子 

末
松
２ 

94
歳

山
本　
　
茂 

柳　
町 

79
歳

清
水　
　
進 

末
松
２ 

65
歳

矢
野　
省
三 

御
経
塚
３ 

75
歳

清
水　
保
好 

上
林
１ 

74
歳

氏
　
名

住
　
所

年
　
齢

お
く
や
み

個人情報保護のため本人・ご家族の希望があったものを掲載しています

※住民基本台帳に記載されている数字です

H26. ２.15 〜 H26. ３.14 受付分

■２月末現在の人口（　）は前月比
人　口 50,480 人 （− 25）
　男 25,681 人 （− 35）
　女 24,799 人 （＋ 10）
世帯数 21,945 世帯 （− 49）

■２月中の人の動き
　転　入 239 人
　転　出 284 人
　出　生 50 人
　死　亡 30 人
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　バスを降りて南の方に歩くと、集落
の中に熊野神社を発見しました。
　神社の歴史を調べてみると、江戸時
代の資料に鎮守は「熊

くま
野
の

権
ごん

現
げん

」とあり、
1868年（明治元）の神仏分離令によっ
て熊野社と改称されました。1914年

（大正3）に野々市町西町（現本町4丁
目）の照

しょう
日
じつ

八
はち

幡
まん

神社が布市神社に合
ごう

祀
し

されたことから、熊野社が、その神社
の建物一式をもらい受けました。1917
年（大正6）には集落の北西にあった場

所から現在の地に移築。1946年（昭和
21）に熊野神社と改称され、現在に至
ります。
　神社を管理する辰巳さんに神社での
思い出を聞きました。
　「小学生のころは近くに公園などな
く、遊ぶ場所といったらもっぱら神社
で、かくれんぼやちゃんばらをして遊
びました。また、夏休みには町内の小
学生が集まって、社殿の中に机を並べ
てみんなで勉強した記憶があります」

蓮花寺（中央ルート⑧）

コミュニティバス「のっティ」に乗って、ぶらり市内探訪。

　蓮
れん

花
げ

寺
じ

という地名は以前この地にお寺があったことから名付けられたと
言われています。ここは郷村に属し、1956年（昭和31）に野々市町へ分村編入
した集落の一つです。（バス停「蓮花寺」から徒歩２分）

昔に比べれば、田園地帯が
少なくなってきたと感じま
す。ただ、蓮花寺〜堀内か
ら見る白山の景色は約60年
変わらないですね。晴れた
日は本当にきれいに見えま
す。私の好きな景色の一つ
です。

辰巳　善幸さん
案内人

熊
くま

野
の

神社

神社隣には蓮花寺の集会所

近くに自動車教習所があります

蓮
花
寺

のっティで巡る

ののいち探訪㉒


